Ｕ１６ホッケージュニアユース日本代表の選手の皆さんへ

1． 『真の日本代表の選手』として

オーストラリアへ出発まで、あとわずかになりました。この海外遠征は、行くことだけが目的ではありません。選ばれたからには、自分の実力をチームのために出し切る、その準備が必要です。

オーストラリアは真夏です。その中で、走れるだけの体力トレーニングはできていますか？

選ばれたことだけに満足して、何もしていない選手はいませんか？

もう１度自分を見つめ直し、残された時間の中で、精一杯の努力をしましょう。

先日配布されたユニフォームやジャージに袖を通しましたか？

日の丸のついたユニフォームやジャージ・スティック・バックなどを見て、今どのような心境ですか？

もう一度日の丸を背負うことの意味、日本代表であることの意味をきちんと考えてみてください。

先日、ユニフォームなどを配布したとき、きちんと挨拶をし、自分の意思を言葉で伝えることができた人もいましたが、挨拶も言葉遣いもきちんとできない人がいました。まわりの人達は、君達を日本代表選手として、いろんな目で見ています。　このことを君達はどう感じますか？

福井で行われた１１人制大会、その会場の全選手、いや、日本中の中学生の代表が君達です。

その意味がわかりますか？

ただ、技術があるとか、チームが強かった、だから選ばれたのではありません。監督をはじめ、スタッフの方々は、本当に日の丸を背負い、技術においても、マナーにおいても、人間性においても、日本代表にふさわしい１８人を選考したつもりです。だから、この遠征においても、学校やその他の生活においても、自分は日本を代表する選手・人間であることを決して忘れてはいけません。　　君達が、テレビで見る日本代表選手と同じように、後輩達は君達のプレーや行動・発言に注目しています。ホッケーに関係がない学校の先生方、仲間、地域の方々も同じように君達に注目しています。だからこそ、ホッケーはもちろんですが、ホッケー以外の生活や行動・マナーや挨拶、君達の人間力が問われるのですよ！結果は二の次ですよ。

そのことが当然にできてこそ、ホッケーの結果や技術も評価されるのです。

それが『真の日本代表の選手』です。

まずは、自分を振り返り、意識を高く持つことからはじめましょう。そして、オーストラリアから帰国したときは、技術も意識も、人間力も今より成長しているそんな海外遠征にしましょう。

２．『感謝の気持ち』を忘れずに

君達は、この遠征に日本代表として参加するわけですが、感謝の気持ちを持ち続けていますか？感謝の気持ちを忘れていませんか？

高額な遠征費用を負担し、君達を一番応援してくれる保護者や家族の方々、君達を３年間育ててくださった顧問の先生方や、一緒に汗を流し、努力をしてきた仲間の存在、そして、オーストラリアの大会を企画し、準備を進めてくれている現地の方々、いろんな人の存在があってこそ、君達が輝いているのです。

決して、自分１人の力で手にした日の丸ではありませんよ。
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そして、君達が手にしたユニフォームやジャージ、今回はスティックやスティックバック（ＧＫ用も）も、現地で遠征の様々な準備をしてくださる佐敷剛成（さしき　よしなり＝ヨシ）さん、日本から同行してくださる小澤恵太（おざわ　けいた＝ボブ）さんが、君達のことを考え、より遠征を良いものにするために、苦労して準備してくださいました。

日本代表に選ばれたから、当たり前のようにもらえるのではありません。

５年以上前の遠征時は、ジャージ等は別料金で販売していました。それを佐敷さんを中心に、いろんな方々が努力を続け、少しでも負担をかけずに、いい環境のもとで、日本代表として最高のパフォーマンスをして欲しいと願い、今日に至っています。

　ドクターの畑野先生やトレーナーの瀧澤先生が、自分の仕事が忙しい中、同行していただいているのも、君達を最高の状態で試合に臨ませてあげたいとの強い思いからです。

現地の食事等においても、日本で生活するのと同じような食事がとれるわけはありません。しかし、少しでも君達が食べやすく、よろこぶものを考えて、食事の準備もしてくれています。

このように苦労し、様々な準備していただいている方々にも、感謝の気持ちを持ってほしいと思っています。そうやって、君達の遠征をたくさんの人々が応援し、支えてくれていることを決して忘れることなく、感謝の気持ちを持って、遠征に参加してください。

いつも感謝の気持ちを忘れず、大きな声で『ありがとうございます』と言える『真の日本代表の選手』を目指しましょう！

３．注意事項

1. 集合について

☆時間厳守で、場所を確認の上、服装は配布したジャージ上下（※中には配布された白のポロシャツ）、

持ち物はスーツケース、配布した黒のバッグ（※機内持込用）、スティックバッグ（※自分の使用しているスティック＋Ｕ１６スティックも持参して下さい）を持って集合して下さい。

☆入国時、スパイクに土などが付着していると、最悪没収されますので、洗って持参してください。
2.貴重品について

☆パスポートは、現地での滞在期間中は遠征スタッフの方で、まとめて預かります。行き帰りの移動時等については、注意して管理するようにして下さい。

☆貴重品の管理も十分に注意すること！必要のないお金はスタッフに預けるようにして下さい。

3.ホテルについて

☆自動販売機があります。到着初日は小銭を用意できないと思いますので、水を配ります。水はその都度配布する予定です。

☆売店もあります。営業時間はフロントと同じで8am~21pmです。

☆洗濯機は部屋にありますし、洗剤も現地で準備します。

☆エアコン完備

☆セーフティボックスはフロントにあります。

☆タオルは部屋に備え付けていますが（3日に１回交換）汗ふきタオル等、各自持参してください。また、ホテルに備え付けてあるタオルはホテルの外へ持ち出さないでください。

☆各部屋に冷蔵庫、電子レンジ、トースター、ケトル（湯沸かし器）、ドライヤー（※ドライヤーを持参するときは変圧プラグも必要です）があります。
4.ホテル内で絶対にやめてもらいたいこと

☆オートロックのため、鍵を部屋の中に忘れないこと。

☆部屋の中では絶対にスティックでボールを打たない、遊ばない！

☆廊下ではシューズなど干さない！　大声で会話しない！

☆他の部屋へ行くことはかまいませんが、ドアを開けっ放しにしない！

· 他の宿泊者がいるので、自分勝手な行動はしないでください。過去に事例があり、クレームになりました。こういったことが繰り返しあると来年以降利用できなくなる場合がありますので、自覚を持って行動してください。

４．オーストラリアのホッケーについて

【オーストラリア代表の戦績２００４年以降】
《　男子　》
オリンピック

２００４年金メダル、２００８年銅メダル
ワールドカップ

２００６年銀メダル、２０１０年金メダル
コモンウェルスゲーム
２００６年金メダル、２０１０年金メダル
チャンピオンズトロフィー
２００５年金メダル、２００６年４位、２００７年銀メダル

２００８年金メダル、２００９年金メダル、２０１０年金メダル
現在世界ランキング１位
《　女子　》
オリンピック

２００４年４位、２００８年５位
ワールドカップ

２００６年銀メダル、２０１０年５位
コモンウェルスゲーム
２００６年金メダル、２０１０年金メダル
チャンピオンズトロフィー
２００４年４位、２００５年銀メダル、２００６年５位、

２００７年４位、２００８年５位、２００９年銀メダル
現在世界ランキング５位
５．最後に

現地で準備をしてくれている佐敷剛成（さしき　よしなり）さんからの連絡で、ＦＨＥカップの前に行われる日本選手へのコーチングは、現役のオーストラリア代表が数人と元代表／コーチに頼んでくれています。

また、現オーストラリア代表のキャプテン、ロブ＝ハモンドは３０日にオランダから帰ってくるので、コーチングには間に合いませんが、日曜日の決勝前に行う予定のレジェンドマッチには出場する予定と聞いています。

世界最高峰のホッケーを自分の目で見て、肌で感じる最高の機会です！

積極的に取り組んで、１つでも多くのことを学びましょう！
ボブさん





ヨシさん
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